
急ピッチの上昇、業績への期待が強い
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2026年6月18日

日経平均が7万円台乗せ

マーケットレポート

6月18日、日経平均株価が終値で初めて7万円の大台に乗せました。

米国とイランが戦闘終結に向けた覚書に署名し、中東情勢に対する懸念が後退したことがきっか

けですが、ほかの要因や今後の注意点についてみておきましょう。

⚫ 日経平均株価が初の7万円台、6万円乗せから2カ月弱

⚫ 中東情勢への懸念後退がきっかけ、けん引役はAI関連

⚫ 今後は期待どおり業績が拡大するかが鍵

<ＰＯＩＮＴ>

※上記は過去の情報または作成時点の見解であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

⚫ 4月中旬以降、日経平均株価が相次いで史上最

高値を更新しており、6月18日には終値で初めて

7万円の大台に乗せました。4月27日に初めて6万

円に乗せてから、わずか2カ月弱での大台更新です。

⚫ 2月末の米国・イスラエルのイラン攻撃を受けてもたつ

いていた日経平均株価は、4月上旬の停戦合意以

降、再び上昇基調となりました。 7万円台乗せも米

【株価とPERの推移】

※日次、2022/1/4～2026/6/18

（出所）QUICKよりちばぎんアセットマネジメント作成

⚫ 日経平均株価上昇のけん引役はAI関連銘柄です。 AI向けデータセンター投資が

急拡大するなか、需要が高まっている半導体関連（チップメーカー、製造装置メー

カーなど）やコンデンサー関連の銘柄が大幅に上昇し、日経平均を押し上げました。

⚫ 急ピッチな上昇には警戒感があるものの、こうした銘柄を中心に企業業績は拡大する

見込みで、中東情勢とは関係なく、業績期待が株価を支えている面があります。

⚫ ただしAI関連銘柄の中には今後の業績拡大期待が相当に織り込まれている銘柄も

あり、日経平均株価全体のPER（利益に対する株価水準）も過去と比べると高め

です。市場の期待どおり業績が拡大するかが今後の株価を左右しそうです。

国・イランが戦闘終結に向けた覚書に署名し、中東懸念が後退したことがきっかけです。
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